
動 労 水 戸
国 鉄 水 戸 動 力 車 労 働 組 合

水 戸 市 三 の 丸 三 ‐ 一 ‐ 三

発 行 責 任 者 石 井 真 一 編 集 者 西 納 岳 史

電 話 ０ ２ ９ ‐ ２ ２ ７ ‐ ６ ０ ２ ０

Ｆ Ａ Ｘ ０ ２ ９ ‐ ２ ２ ７ ‐ ６ ２ ９ １

第
６

３
４
号

ど
う
ろ
う
み
と

２
０
１
９

年
２
月
７

日
（
木

）

E
-
m
a
i
l
d
o
r
o
_
m
i
t
o
@
y
a
h
o
o
.
c
o
.
j
p

て ん こ 盛 り の 過 重 労 働

１ 月 1
5
日 、 Ｊ Ｒ 水

戸 支 社 は ２ ０ １ ９

年 ３ 月 1
6

日 実 施 予

定 の ダ イ ヤ 改 正 に

伴 う 労 働 条 件 を 各

労 組 に 提 案 し た 。 ３

月 改 正 か ら 変 更 さ

れ る 乗 務 行 路 と 要

員 体 制 が 発 表 さ れ

た が 、 現 在 と 列 車

体 系 が 基 本 的 に 同

じ （ つ ま り 業 務 量 は

か わ ら な い ） に も か

か わ ら ず 、 今 次 ダ イ

改 だ け で 2
2
名 減 と

驚 く べ き 要 員 削 減

だ （ 下 図 ） 。

昨 年 1
0

月 の 特 急

車 掌 １ 人 乗 務 化 ・ ワ

ン マ ン 拡 大 の 運 用 改

定 時 の 車 掌 3
1
名 減

と 合 わ せ る と 、 今 年

度 だ け で 実 に 運 輸

関 係 だ け で 実 に 5
3
名 の 要 員 減

と な る 。

今 次 ダ イ 改 で 運 転 士 の 労 働

時 間 （ ７ 時 間 1
0
分 ） 内 の 実 作 業

時 間 を 表 す 一 日 一 人 平 均 の 労

働 時 間 Ａ の 現 改

比 較 を み る と 格

段 に 増 加 し て い る

（ 図 ２ ） 。

す で に ３ 月 か ら

の 乗 務 行 路 を 見

聞 き し た 運 転 士

の 間 で は 衝 撃 が 走 っ

て い る が 、 提 示 さ

れ た 乗 務 行 路 の

特 徴 は 、 一 行 路

あ た り の 乗 務 す

る 量 が 格 段 と 増

加 し て 「 て ん こ 盛

り 」 状 態 に な っ て

い る こ と だ 。 当 然 、

拘 束 時 間 も 伸 び 、

土 浦 で は 泊 行 路 1
8
本 中 1
0
本 が 、

い わ き で は 泊 行 路 1
1
本 中 ６ 本

が 拘 束 2
3
時 間 超 え と な り 、 中 に

は 2
4
時 間 を 超 え る も の も あ る

（ ち な み に 現 在 は 水 戸 支 社 内 の

運 転 区 所 で 拘 束 時 間 が 2
3
時 間

を 超 え る 行 路 は １ 本 も な い ） 。

こ れ で は 責 任 を も っ て

運 転 で き な い

ま た 、 運 転 士 も 人 間 で あ り そ

の 日 一 日 あ た り に 列 車 を 運 転

で き る 時 間 に は 限 度 と い う も の

が あ る 。 一 日 に 合 計 ６ 時 間 く ら

い が 体 力 的 に も 集 中 で き る 限 度

だ （ 筆 者 経 験 上 ） 。 こ の 実 乗 務

時 間 が ６ 時 間 半 を 超 え る も の

が 土 浦 で は 実 に 全 2
5
行 路 中 ７ つ 、

勝 田 で も ５ つ も あ る 。

極 端 な 例 と し て は 、 勝 田 の 20
6

行 路 ⍖ 朝 8:
2
3

に 乗 り 出 し 上 野 往

復 ・ 小 山 往 復 ・ 大 津 港 ・ 高 萩
2
3
:4
5

着 ま で 普 通 列 車 ば か り ９ 時 間

７ 分 の 乗 務 ⍖ や 、 土 浦 の 6
4
行

路 ⍖ 土 浦 出 区 し て 9:
3
0

発 に 始 ま

り 品 川 ‐ 勝 田 ‐ 上 野 ‐ 勝 田
2
3
:4
5

着

ま で す べ て 普 通 列 車 で ８ 時 間 2
0

分 の 乗 務 ⍖ な ど 、 到 底 安 全 に

運 転 で き る 域 を 超 え て い る 。 加

え て こ う し た 行 路 は 朝 ８ 時 前 の

出 勤 と な っ て お り 二 徹 （ 泊 ま り

勤 務 が 二 つ 続 く ） の 二 徹 目 に 組

ま れ て い る 。 前 日 明 け で 帰 り 始

発 で 出 勤 し て 、 こ れ ら の 行 路 を

正 常 に 乗 る こ と な ど で き る の か 。

こ れ ら の ほ か に も 安 全 に 運 転

す る た め に は 「 あ り 得 な い 」 行

路 が い く つ も 指 摘 さ れ て い る 。

安 全 に 運 転 で き な い 、 つ ま り 行

路 と し て 「 成 り 立 っ て い な い 」 行

路 を も と に つ く ら れ た 行 路 表 ・

要 員 体 制 は 机 上 の 空 論 で し か

な い 。 し っ か り と 運 転 士 の 意 見

を 取 り 入 れ た 安 全 に 運 転 で き

る 行 路 を つ く る べ き だ 。

勤 務 制 度 改 正

「 多 様 な 働 き 方 」 は ウ ソ !?

と こ ろ で 、 ３ 月 ダ イ ヤ 改 正 は 、

昨 年 改 正 さ れ た 新 し い 乗 務 員

勤 務 制 度 が 初 め て 適 用 さ れ た

わ け だ が 、 こ の 「 制 度 改 正 」 の 趣

旨 は 、 育 児 ・ 介 護 と 仕 事 を 両 立

す る た め 、 あ る い は 、 指 導 員 や

当 直 業 務 を 行 う 主 務 職 や 支 社

課 員 な ど が 自 分 の 仕 事 の 一 部

で 乗 務 す る と い う 「 多 様 な 働 き

方 の 実 現 」 と そ の た め の 「 効 率

性 の 追 求 」 で あ っ た 。

と こ ろ が 、 今 次 改 正 で は 育 児 ・

介 護 用 の 行 路 は 、 運 転 士 で は 土

浦 に １ 本 、 勝 田 に １ 本 の わ ず か

２ 本 だ け 、 指 導 員 用 も 主 務 用

も 支 社 用 の 行 路 も ゼ ロ だ 。 「 多

様 な 働 き 方 」 な ど さ っ ぱ り 実 現

さ れ て い な い の に 、 運 転 士 行 路

は 安 全 に 運 転 で き な い ほ ど の て

ん こ 盛 り 、 1
9
人 減 の 「 効 率 化 」

＝ 労 働 強 化 の み を 追 求 し た 、 ま

さ に 会 社 に と っ て 「 い い と こ 取 り 」

で は な い か 。

さ も 働 き や す い 環 境 を つ く る

か の よ う な 甘 い 言 葉 の 裏 で 、 実

は 史 上 最 悪 の 乗 務 行 路 を 強 制

す る た め の 制 度 改 正 だ っ た こ と

は 明 ら か だ 。

ラ イ フ サ イ ク ル は 運 輸 の プ ロ を

つ く る た め と い う ウ ソ 、 検 修 外

注 化 は エ ル ダ ー の 職 場 を 確 保 す

る た め と い う ウ ソ 、 そ し て ま た

乗 務 員 勤 務 制 度 の 目 的 も ウ ソ

だ っ た 。 社 員 を だ ま し て 「 効 率

化 」 ＝ 労 働 強 化 を す る 会 社 に

ど ん な 将 来 が あ る の か 。
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〈 寄 せ ら れ た 意 見 〉

● 我 孫 子 泊 は 寝 る 時 間 が 確

保 で き な い か ら 土 浦 で 上 が

り と し て い た の に 、 水 戸 ま で

伸 ば し て 、 さ ら に 勝 田 ま わ し

の 乗 務 と は あ り え な い 。
（ 土 浦 7
5
）

● 7:
5
5

出 勤 の 泊 行 路 、 通 勤 が

遠 い 人 は 「 宵 出 し 」 （ 次 の 日 の

た め に 職 場 に 前 泊 す る こ と 。

勤 務 時 間 に は 入 ら な い ） す

る と 、 前 日 の 泊 か ら ３ 泊 ４

日 と な る 。 （ 土 浦 6
4
）

（ 裏 面 に 続 く ）
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● 朝 4 時 出

勤 で 徒 歩 で

車 セ ま で 行 き

出 区 、 勝 田 か

ら 上 野 往 復

し た 後 に 、 普

通 列 車 で 上

野 ま で 乗 務

は ひ ど い 。 土 休 日 、 特 急 が

普 通 に 置 き 換 わ っ た ら さ ら

に ひ ど い 。 （ 勝 田 20
1
）

● 勝 田 か ら 品 川 ２ 往 復 す

る 行 路 で 、 １ ヤ マ 帰 っ て き て 、

次 の 乗 務 ま で 4
3
分 。 折 り 返

し 準 備 時 間 除 く と 2
6
分 し

か な く 休 憩 で き な い 。
（ 勝 田 20
7
）

● 勝 田 か ら 品 川 ２ 往 復 す

る 行 路 の う ち 、 普 通 列 車 が

入 る の は 初 め て 。 し か も 通

勤 帯 。 負 担 が 大 き す ぎ る 。

（ 勝 田 20
9
）

● 品 川 泊 で 勝 田 帰 っ た 後 、

さ ら に 高 萩 往 復 、 明 け が
1
3
:3
7

翌 日 の 負 担 大 き い 。
（ 勝 田 22
2
）

● 内 原 泊 ４ 時 半 起 床 で 東

海 回 し 勝 田 に 帰 っ た 後 、 わ

ず か 3
7
分 で 普 通 列 車 で 上

野 、 品 川 回 し は あ り 得 な い 。

（ 勝 田 22
3
）

● サ ラ リ ー マ ン だ か ら 乗 れ

と 言 わ れ た ら 乗 る 。 楽 し た

い と 言 っ て い る ん じ ゃ な い 、

ち ゃ ん と 仕 事 し た い だ け な

ん だ 。 （ 勝 田 運 転 士 ）

● Ｄ Ｌ の 行 路 を 臨 時 行 路

と す る と 、 Ｄ Ｌ 乗 れ る 人 が

予 備 に い る と は 限 ら ず 、 変

番 で 回 す こ と が さ ら に 増 え

る し 予 備 要 員 が 食 わ れ て し

ま う 。 （ 水 郡 線 運 転 士 ）

● 棚 倉 泊 か ら 大 子 、 1
0
分

で 折 り 返 し 郡 山 は き つ い 。

さ ら に ８ ０ ０ ０ 番 台 （ 1 年

の １ / ３ く ら い 運 転 さ れ る

臨 時 列 車 ） あ る と き に は 明

け が 1
4
時 を 超 え る の か 。

（ 水 郡 線 31
0
）

● 大 子 泊 で 始 発 列 車 を 出

区 、 水 戸 で ５ 分 で 折 り 返 し

て 大 子 に 戻 る な ん て 無 理 。

休 憩 ど こ ろ か ト イ レ に 行 く

時 間 も な い 。 （ 水 郡 線 30
8
）

● 拘 束 時 間 2
4
時 間 超 え る

行 路 は 、 同 じ 行 路 番 号 の 運

転 士 が ２ 人 い る こ と に な る 。

連 絡 ミ ス は 起 き な い か 。 時

刻 表 も 携 帯 グ ッ ズ も ２ つ 必

要 に な る 。 （ い わ き 10
6
・ 1
0
8
・ 1
0
9
）


